土地に設定された抵当権の効力がその土地の地下車庫に及ぶかについて by 足立 清人









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































北　星　論　集（経） 　第 56 巻　第２号（通巻第 71 号）
が考えられる，とされる［上田正俊］。登記悪
用に対しての，その他の対抗策は，田中清隆
「登記悪用による競売妨害とその対策－民事執
行法上の保全処分による登記の可否を中心に」
判タ1069号62頁以下を参照。
47） 　松田佳久「判批」ひろば58巻4号55頁：栂村
明剛「判批」判タ1154号42頁：原田純孝「判批」
判タ1144号84頁：鶴巻暁「判批」ジュリ増刊『実
務に効く 担保・債権管理 判例精選』21頁。
48） 　前掲・東京高判昭和63年12月15日：前掲・
東京高判平成12年11月7日：前掲・東京地判平
成16年9月10日も同旨。
49） 　本事件の根抵当権設定契約には，二つの特
約が付けられていた。まず，本根抵当権の効
力は，現在及び将来の附属建物等一切の附加
物及び従物に及ぶ，という特約，そして，根
抵当権設定者は，抵当権者Ｘの承諾がなけれ
ば，物件の現状を変更し，又は第三者のため
に権利を設定し，もしくは譲渡してはならな
い，という特約である。本事件の判決では，
根抵当権設定者の特約違反の行為と，本根抵
当権設定契約との関係が論じられていない。
抵当権設定契約の法的性質・効力と，抵当権
の効力が及ぶ目的物の範囲（370条）との関係
については論じられることがないが，検討が
必要な論点であると考えている。
50） 　上田他・登情482号19頁〔山野目発言〕：古賀・
登情482号35・36頁を参照。
51） 　上田他・登情482号21・22頁〔山野目発言〕
を参照。本設問の場合，Ｘと本件地下車庫の
抵当権者Ｂとの関係は，対抗関係と解するこ
ともできるが，問題である。Ｘの抵当権の登
記が，登記面に表れてこないからである。
52） 　生熊長幸『わかりやすい民事執行法・民事
保全法［第2版］』（成文堂，2012年）342-344頁，
351-353頁を参照。
53） 　古賀・登情482号35頁：田中・判タ1069号61
頁以下には，未登記の附属建物に，執行妨害
を目的とした登記がなされることを予防する
ための方法が挙げられている。
※本稿の初校を受け取る直前に，2015年度末に，
本学を退職した浅岡顕彦先生（経済法学科・
財政学担当）の訃報に接した。学科の同僚教
員として密に交流をしたわけではないが，浅
岡先生からは，大学教員としてのあり方を学
ばせていただいた。拙い出来で申し訳ないが，
本稿を浅岡先生に捧げたい。
